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授授業業科科目目  臨臨床床実実習習44  
4学年・後期・1単位（45時間）  

作業 必修 

  

科目担当責任者 
坂上真理 (保健医療学研究棟E510号) 

e-mail : todo@sapmed.ac.jp 

非常勤講師 

連絡担当教員 

  

 

担 当 教 員 横山和樹、作業療法学科教員全員 

概     要 

 

訪問リハビリテーションや通所リハビリテーションを提供する施設において、見学、観察を主体とした実習を行う。学

生は、地域在住の当事者の生活、および支援の実態を総合的に学習する。その上で、地域生活の支援のために作業療法

士が提供している内容について、包括的な生活機能の支援、多職種並びに関係機関との連携やマネージメント、地域の

社会資源の活用という視点から学ぶことを目的とする。この他、作業療法士が参画する地域支援事業の内容と、その事

業における作業療法士の役割について学ぶ。 

到 達 目 標 

 

1.実習経験に基づき、地域生活を送る当事者の生活ニーズと支援環境を説明できる 

2.訪問リハビリテーションや通所リハビリテーション事業所における作業療法の目的、アセスメント、支援の内容を説

明できる 

3.訪問リハビリテーションや通所リハビリテーション事業所における作業療法士の機能・役割を説明できる 

4.多職種、関係機関、インフォーマルサービスとの連携やマネージメントの方法を説明できる 

5.作業療法士が参画する地域支援事業の内容と、その事業における作業療法士の役割を説明できる 

評    価 実習の実施状況70％、大学におけるセミナー発表30％とする。 

履修上の留意点 事前にオリエンテーションを行うので必ず出席すること。 

原則として、遅刻、欠席、早退は認められない。正当事由によりやむを得ない場合は必ず実習先および大学へ連絡をす

ること。 

なお、実習の口述による報告は「作業療法治療学総論」で実施する予定である。 

 

内 容  ・  方 法 

実 習 方 法 

 

 

 

 

 

 

臨床実習指導者の指導のもと、見学、観察を主体とした実習を行う。 

実 習 期 間 

 

10月上旬から中旬の5日間 

実 習 場 所 

 

訪問リハビリテーション、または通所リハビリテーションを提供する施設。 

実 習 時 間 

 

9時から17時までとする。ただし、実習場所に応じて変更がある。 
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実 習 内 容 1.当事者の地域生活の実態を、地域生活の構成する生活行為並びに生活環境や社会資源から把握する 

2.訪問リハビリテーションや通所リハビリテーションとして行われている作業療法の目的とその内容を把握する 

3.当事者の生活ニーズと地域生活を支援するための作業療法士の役割を把握する 

4.多職種・関係機関・インフォーマルサービスの連携やマネージメントの方法およびその際の作業療法士の役割を把握

する 

5.作業療法士が参画する地域支援事業の内容と、その事業における作業療法士の役割を把握する 

6.臨床実習4を総括したレポートを作成する 
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